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Q

教
科
書
の
大
判
化
等
に
よ
り
、
ラ
ン

ド
セ
ル
が
重
量
化
し
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

文
科
省
は
平
成
30
年
に
置
き
勉
を
認
め
る

通
知
を
出
し
た
が
、
そ
の
後
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
た
の
で
、
よ
り

重
量
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ

る
が
現
状
は
ど
う
か
。

A

平
成
30
年
当
時
は
、
置
き
勉
を
禁
止

し
て
い
る
学
校
も
あ
っ
た
が
、
平
成
30
年

に
文
科
省
か
ら
の
通
知
も
あ
り
、
市
と
し

て
は
通
学
時
の
持
ち
物
負
担
軽
減
に
向
け
、

発
達
段
階
や
学
習
上
の
必
要
性
を
考
慮
し

た
柔
軟
な
対
応
を
と
る
よ
う
、
各
校
を
指

導
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
教
科
書
に
お

い
て
は
平
均
１
・
５
㎏
の
減
と
な
っ
た
が
、

新
た
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
タ
ブ
レ

ッ
ト
が
１
・
１
㎏
で
あ
る
た
め
、
全
体
と

し
て
約
４
０
０
ｇ
の
軽
量
化
と
な
っ
た
。

Q

重
量
化
問
題
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

A

置
き
勉
を
禁
止
し
て
い
た
当
時
と
比

べ
て
、
大
幅
な
減
少
が
さ
れ
た
訳
で
は
な

く
、
腰
痛
等
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

家
庭
学
習
に
必
要
な
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を

画
像
デ
ー
タ
と
し
て
持
ち
帰
る
な
ど
の
工

夫
を
し
て
、
置
き
勉
を
徹
底
す
る
よ
う
、

重
量
化
に
対
す
る
方
策
を
求
め
て
い
く
。

●
宿
題
の
量
の
多
さ
に
つ
い
て　

Q

宿
題
の
量
が
多
く
て
、
遊
ぶ
時
間
の

確
保
が
難
し
い
と
の
意
見
が
、
多
く
寄
せ

ら
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A

宿
題
の
量
の
目
安
は
、
多
く
の
学
校

が
学
年
×
10
分
＋
10
分
程
度
と
し
て
い
る
。

宿
題
に
は
学
力
向
上
と
同
時
に
、
勉
強
の

習
慣
や
時
間
の
管
理
を
身
に
つ
け
る
意
味

合
い
も
あ
り
、
生
涯
に
渡
る
学
び
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

置
き
勉
の
徹
底
な
ど
方
策
を
各
学
校
に
求
め
て
い
く

ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
量
化
問
題
に
対
す
る
市
の
対
応
は

Q

小
中
学
校
の
給
食
費
は
、
生
活
保
護

世
帯
や
準
要
保
護
世
帯
以
外
は
保
護
者
負

担
と
な
っ
て
い
る
が
、
無
償
化
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
深
谷
市
も
子
育
て
支

援
の
た
め
無
償
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

学
校
給
食
法
で
食
材
費
は
、
保
護
者

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
無
償
化
す
る
に
は

年
間
約
10
憶
６
千
万
円
の
財
源
が
必
要
で

あ
る
。
援
助
が
必
要
な
世
帯
に
は
、
就
学

援
助
制
度
で
全
額
援
助
す
る
。
就
学
援
助

制
度
の
周
知
・
徹
底
を
図
る
。

Q

完
全
無
償
化
で
な
く
て
も
第
２
子
・

第
３
子
以
降
を
無
償
化
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
深
谷
市
も
、
子
ど
も
の
多
い
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
無
償
化

の
取
組
を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

食
材
費
は
、
保
護
者
の
負
担
が
基
本

で
あ
り
、
援
助
が
必
要
な
世
帯
に
は
就
学

援
助
制
度
で
全
額
援
助
し
て
い
る
。
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
も
、
10
月
か
ら
３
月
ま

で
上
昇
分
と
し
て
10
％
補
助
し
て
い
る
。

Q

就
学
援
助
世
帯
の
目
安
は
、
生
保
世

帯
の
１
・
３
倍
未
満
と
の
こ
と
だ
が
、
基

準
と
な
る
収
入
の
目
安
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A

目
安
と
し
て
、
親
１
人
子
ど
も
１
人

の
世
帯
は
、
約
１
８
０
万
円
以
下
、
月
額

15
万
円
以
下
で
あ
る
。
親
２
人
子
ど
も
１

人
の
世
帯
で
は
、
約
２
４
０
万
円
以
下
、

月
額
20
万
円
以
下
で
あ
る
。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を

Q

市
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
バ
ス
停
か

ら
で
な
い
と
利
用
で
き
な
い
。
歩
く
こ
と

が
不
便
な
高
齢
者
が
、
自
宅
か
ら
利
用
で

き
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
べ
き
。

A

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
め
ざ
し

他
の
事
例
を
参
考
に
調
査
・
研
究
す
る
。

無
償
化
す
る
に
は
、
年
間
約
10
億
６
千
万
の
財
源
が
必
要

深
谷
市
で
も
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す
べ
き
で
は
な
い
か

Q

昨
年
度
、
不
登
校
の
小
中
学
生
が
全

国
で
約
24
万
５
千
人
と
な
り
過
去
最
多
と

な
っ
た
。
深
谷
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

A

令
和
元
年
度
が
85
人
、
令
和
２
年
度

が
89
人
、
令
和
３
年
度
が
１
３
１
人
と
、

全
国
と
同
じ
く
増
加
傾
向
で
あ
る
。

Q

不
登
校
の
理
由
の
把
握
は
。

A

小
中
学
校
合
わ
せ
て
、
学
校
に
係
る

状
況
が
約
７
％
、
家
庭
に
係
る
状
況
が
約

５
％
、
本
人
に
係
る
状
況
が
約
80
％
と
な

っ
て
い
る
。
本
人
に
係
る
状
況
の
中
で
は

本
人
の
無
気
力
、
不
安
に
よ
る
も
の
が
約

80
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q

学
習
指
導
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

A

学
校
内
で
は
、
校
内
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ル
ー
ム
で
の
支
援
や
、
１
人
１
台
の
端
末

を
活
用
し
た
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等

の
支
援
を
行
い
、
学
校
外
で
は
教
育
研
究

所
内
の
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
と
、
い
き
い

き
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
で
の
学
習
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。

●
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
来
場
数
は

Q

オ
ー
プ
ン
し
て
約
１
ヶ
月
が
経
つ
が

来
客
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A

来
客
数
は
公
表
出
来
な
い
が
、
鉄
道

利
用
者
や
、
駐
車
台
数
な
ど
か
ら
推
計
す

る
と
概
ね
好
調
な
運
営
と
認
識
し
て
い
る
。

Q

市
内
回
遊
策
の
効
果
は
出
て
い
る
か
。

A

事
業
者
主
体
の
収
穫
体
験
や
各
種
コ

ン
テ
ン
ツ
の
実
施
促
進
を
行
う
ほ
か
、
各

種
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
情
報
発
信

を
行
い
、
ま
た
観
光
ガ
イ
ド「
ま
っ
ぷ
る

深
谷
」な
ど
を
作
成
し
、
市
内
回
遊
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
市
内
回
遊
促
進

に
寄
与
す
る
取
組
を
充
実
し
て
い
く
。

増
加
傾
向
で
あ
る

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

アウトレットモール

世　帯 年間収入 月　額
親1人・子ども1人 約180万以下 15万以下
親2人・子ども1人 約240万以下 20万以下

年　度 認定者 総　額
2019年（Ｒ元年） 1,252人 約5,508万
2020年（Ｒ２年） 1,254人 約5,080万
2021年（Ｒ３年） 1,283人 約5,688万

就学援助の認定基準の目安

就学援助の認定者数と金額

◆就学援助制度の利用状況はどうか。

就学援助制度の利用状況

Q

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
た
建
物
。
見

学
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
行
え
な
い
か
。

A

入
札
が
じ
き
に
あ
り
実
施
し
な
い
。

　
●
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
と
市
民
協
働

Q

市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
、
今
年
度

の
市
民
テ
ー
マ
型
相
談
状
況
は
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
以
降
実
績
が
、
美
化
・
安
全

分
野
に
集
中
し
て
い
る
が
。

A

今
年
度
は
１
件
。
平
成
29
年
度
以
降

は
、
市
に
新
た
な
財
政
負
担
が
な
い
制
度

に
移
行
し
た
。
企
業
の
社
会
貢
献
と
し
て
、

美
化
・
安
全
分
野
の
提
案
が
多
い
。

Q

中
心
市
街
地「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」な
ど
過
去
の
市
民
参
加
ま
ち
づ
く
り

会
議
は
ど
う
反
映
さ
れ
て
き
た
か
。

A

令
和
２
年
度
の
レ
ン
ガ
通
り
住
民
説

明
会
な
ど
、
景
観
意
識
の
向
上
や
地
域
資

源
に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
一
定
の
成
果

は
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

Q

総
合
計
画
案
の「
歴
史
」は
、
ほ
と
ん

ど
が
渋
沢
栄
一
活
躍
の
時
代
ま
で
を
さ
す

と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
戦
後
～
平
成
の

深
谷
は「
歴
史
」で
は
な
い
か
。

A

今
日
に
至
る
ま
で
の
本
市
の
歩
み
が
、

全
て
深
谷
の
歴
史
と
認
識
。
現
代
に
活
躍

し
た
偉
人
の
功
績
な
ど
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
企
画
展
示
な
ど
で
市
民
へ
の

理
解
・
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

Q

文
化
も
ま
ち
づ
く
り
も
部
課
制
に
と

ら
わ
れ
な
い
協
働
が
真
価
を
発
揮
す
る
。

「
21
世
紀
も
含
む
深
谷
文
化
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
会
議
」を
市
民
協
働
で
提
案

し
た
ら
、
市
複
数
課「
横
串
型
」の
参
加
は

可
能
か
。

A

提
案
内
容
を
確
認
し
、
協
働
推
進
課

が
受
付
担
当
と
し
て
関
係
部
署
へ
繋
ぐ
。

安
全
性
が
担
保
で
き
ず
、
費
用
も
か
か
り
実
現
性
が
乏
し
い

旧
耐
震
基
準
の
廃
用
公
共
施
設
。
建
物
を
活
用
す
る
方
法
は

日本初のNPO運営の映画館・深谷シネマ。
銀行跡から区画整理で酒造跡に移転

鈴
すず

木
き

三
みつ

男
お

小
こ

林
ばやし

　 真
まこと

佐
さ

久
く

間
ま

奈
な

々
な

馬
ば

場
ば

　 茂
しげる


